
2019年度_オープン科目履修ガイド-04本文_5k.mcd  Page 26 19/02/15 10:59  v5.51

アジアの歴史と伝統文化
History and Traditional Cultures of Asia

文学学術院提供副専攻

設置概要

「アジアの歴史と伝統文化」副専攻では、中国を中心として、朝鮮半島、さらには周辺地域も含めた「東ア

ジア地域」の歴史と文化を専門的に学習します。近年、東アジアと日本とのかかわりは、ますますその重要

性を高めています。本副専攻は、史料にもとづいて歴史的に物事を見る目を養い、日本と東アジア世界との

間に現実に起こっていることを正しく把握し、考える力を持った学生を育てることを目指しています。

歴史研究は、まず史料の解読、批判からはじめなければなりません。本副専攻が対象とする領域の関係史

料は、漢文、朝鮮文、モンゴル文、満洲文、チベット文、サンスクリット文、トルコ文、ペルシア文、アラビ

ア文等、極めて多岐にわたっていますが、本副専攻はとくに東アジアのほとんど全域に関し、もっとも豊富

に史料を残している漢文テキストを主として、史料批判を訓練します。史料批判の訓練は、同時に、歴史的

思考法の修練である。そのようにして体得した技術により、各自の個別研究を深め、それによって新しい世

界をひらいて行くことを、本副専攻の教育方針としています。

史料解読と東アジア地域の多様な歴史経験を理解する視野を培うなかで、本副専攻では、アジア諸民族の

歴史と文化の学習・研究によって、それぞれの民族がもつ固有な価値体系を究明し、多元的な価値認識を基

礎とした統一ある世界史像を構成することを志向しています。明日の社会に生き、明日の社会を担って行く

べき者は、そのような、より高次元な世界史像をもつものでなければならないからです。

到達点（学習成果）

中国や朝鮮半島を中心とする東アジアと日本とのかかわりは、ますますその重要性を高めています。本副

専攻は、史料にもとづいて歴史的に物事を見る眼を養い、日本と東アジア世界との間に現実に起こっている

ことを正しく把握し、考える力を持った学生を育てることを目指しています。中国・朝鮮の歴史研究におい

ては、これまでに伝わる文献史料のほかに新たに出土した木簡・竹簡・石碑などの文字資料を組み合わせ、考

古学的な視点をも導入した新領域の開拓に力を注いでいます。一例として、「フィールド歴史学」がそれにあ

たります。

後期伝統中国史（前近代史）においては、東アジア全体を視野に入れ、社会史・文化史など多様な観点を取

り入れて新しい歴史像を追究します。辛亥革命後の中国やアジア地域の近現代史をも考察の対象としていま

す。他方、朝鮮史では、中国大陸や日本列島との関連を重視した東アジア史における展開とその位置づけに

注目します。

カリキュラムマップ

基礎科目

基礎的な歴史・思想・宗教を学ぶ

発展科目1
具体的な研究テーマに沿った問題と史料読解を学ぶ。

発展科目2
より難解な史料批判・読解と、自らの研究テーマの追求を行う。
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指定科目一覧

※備考欄の記載事項

取下げ･･･指定科目となっていましたが、2019年度から取下げとなった科目です。2018年度まで単位を修得していた場合には、修了単位として

認定されます。

自学部優先科目･･･抽選が生じた場合、科目設置学部の学生が優先的に登録される科目です。

修了必要単位

16単位（基礎科目：８単位、発展科目１：４単位、発展科目２：４単位）以上

注意事項

2017年度以降文化構想学部・文学部入学生は、文化構想学部・文学部副専攻（「アジアの歴史と伝統文化」）を履修してください。
2016年度以前文化構想学部・文学部入学生（2017年度入学の転部入学者、2017年度・2018年度入学の学士入学者を含む）は、本副専攻（GEC設置）
を履修してください。

再入学者は、2016年度以前要項適用の場合は本副専攻（GEC設置）を履修し、2017年度以降要項適用の場合は文化構想学部・文学部副専攻を履修して
ください。要項適用年度について不明な場合は、文学学術院事務所までお問い合わせください。

★基礎科目 修了必要単位：８単位

項
設置学部・
センター

科 目 名 称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備 考

１ 政経 地域文化研究（東アジア） 01 平林 宣和 他 ２年以上 春学期 火２時限 早稲田 ２

２ 社学 漢字文化圏論 １ 笹原 宏之 １年以上 春学期 火５時限 早稲田 ２

３ 社学 漢字文化圏論 ２ 笹原 宏之 １年以上 秋学期 木２時限 早稲田 ２

４ 文構 アジアの地域・都市の歴史 加藤 圭木 ２年以上 秋学期 月３時限 戸山 ２

５ 文 仏教概論 山部 能宜 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２

６ 文 儒教概論 梶田 祥嗣 ２年以上 春学期 水４時限 戸山 ２

７ 文 道教概論 森 由利亜 ２年以上 秋学期 土２時限 戸山 ２

８ 文 アジア史概論１ 工藤 元男 他 ２年以上 春学期 金２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

９ 文 アジア史概論２ 柳澤 明 他 ２年以上 秋学期 火３時限 戸山 ２ 自学部優先科目

10 文 アジア史学発達史１ 小二田 章 １年以上 春学期 木３時限 戸山 ２

11 文 アジア考古学交流 城倉 正祥 ２年以上 夏季集中 無その他 戸山 ２

− 文構 ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究１ 取下げ

★発展科目１ 修了必要単位：４単位

項
設置学部・
センター

科 目 名 称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備 考

１ 文構 アジア地域社会論 日吉 秀松 ２年以上 春学期 月３時限 戸山 ２

２ 文 フィールド歴史学（東アジア） 工藤 元男 他 ２年以上 秋学期 火６時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ 文 朝鮮近現代史 三ツ井 崇 ２年以上 秋学期 金２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

４ 文 東南アジア史 太田 淳 ２年以上 春学期 金４時限 戸山 ２ 自学部優先科目

★発展科目２ 修了必要単位：４単位

項
設置学部・
センター

科 目 名 称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備 考

１ 文 アジア史特殊講義１（中国古代史） 工藤 元男 ２年以上 秋学期 月２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

２ 文 アジア史特殊講義２（朝鮮前近代史） 李 成市 ２年以上 春学期 火２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

３ 文 アジア史特殊講義３（中国前近代史） 飯山 知保 ２年以上 春学期 月２時限 戸山 ２ 自学部優先科目

４ 文 アジア史特殊講義４（東アジア近現代史） 柳澤 明 ２年以上 秋学期 木４時限 戸山 ２ 自学部優先科目

履修を希望する学生へのメッセージ

東アジア地域に横たわるさまざまな問題について、それがなぜ起こったのかという問題意識を持ってアジアの歴史と
伝統文化を学んでください。歴史学は、過去と現在をつなぐ非常に面白い学問です。単に過去の失われたものをいつく
しむのが歴史学ではありません。また、過去の止まった一点だけをじっと見る学問でもありません。われわれが目指す
のは、過去が現在にどう結びつくのか、その接点を見出し、それを現代の問題を理解し、解決するための糧とする学問で
す。たとえば、前近代の史料に記されていることが、実は脈々と現在にまで受け継がれている、それを知ることで、現今
の問題を立体的に捉えることができるのです。
日本と中国や朝鮮半島との間で現在起こっている問題についても、単純に、感情的に見ているだけでは偏狭なナショナ
リズムしか生み出しません。また、中国・台湾や韓国といった、東アジア地域の諸国家の現状を理解し、自らの考えを
もってそれらの将来的な動向を捉えてゆくためには、歴史的な分析能力が不可欠です。歴史学を通して、物事を複合的な
視点から解釈する方法を学びましょう。
また、本副専攻の母体であるアジア史コースでは、これまで新しいアジア学の創生や資料のデジタル化などのプロジェク
トを通じ、新たな歴史学の構築に向けて積極的に取り組んできました。本副専攻のカリキュラムには、上記のような基本
方針を踏まえつつ、そうした学術成果が最大限に盛り込まれています。さらに長い伝統を有する東洋史学の蓄積を反映
させ、東アジアの歴史を風土や地理とのかかわりから構造的・立体的に捉えることができる構成となっています。
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